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第 5 章では、第 2 章のアプローチによる実世界ベース仮想空間の構築を、モバイル計算環境から可能にするフレー
ムワーク SCAPE を提案している。 SCAPE によって、実世界ベース仮想空間は、人々が日常生活の中で必要となる
多様な情報を提供・取得するための、標準的なプラットフォームとして利用されていくものと期待される。
第 6 章では、提案手法を実社会で実現する際の課題を挙げながら、これまでに述べた研究を統合することで実現す
る実世界ベース仮想空間の応用について考察し、本論文のまとめを行っている。
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論文審査の結果の要旨
本論文は、情報支援・情報提供の場として有効性が期待されている実世界ベースの仮想空間に関する研究結果をま
とめたものであり、主な成果を要約すると次の通りである。
(1) WWW上の実世界ベース仮想空間の構築・維持を利用者参加型で行うシステムの設計と実装を行っている。シス
テムの運用を通して、従来は構築が困難だ、った大規模な実世界ベース仮想空間を実現できることを示している。
(2) WWW上の既存の仮想空間を統合利用することで、仮想的により大規模な仮想空間を実現する手法の提案を行つ
ている。さらに HTTP ベースのプロトコルを策定し、複数の仮想空間を同じアパタ(利用者の分身)で継続的に
利用し、仮想空間から別の仮想空間へ仮想物体を持ち込めることを示している。
(3) モパイル計算環境で、の仮想空間利用をクライアント端末に携帯電話を用いて実現するシステムの設計と実装を
行っている。システムによって、仮想空間アプリケーションの応用範囲が広がるだけでなく、新たなアプリケー
ションも実現できることを示している。
(4) モバイル計算環境から実世界ベースの仮想空間をオンデ、マンドで構築する手法を提案し、それによって可能にな
る仮想空間の運営形態について述べている。さらにプロトタイプシステムの運用を通して、詳細な考察を行って
し、る。
以上のように、本論文はますます重要性が増している実世界ベースの仮想空間に関して、実システムの開発と運用
を通して多くの有用な研究成果をあげており、情報、ンステム工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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